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表紙に寄せて  
ヒョウモンウラベニガサ 

 ヒョウモン、と名の付くこのきのこは、まるで童話に登場するようなきのこです。ベニテ

ングタケにも似て非なるものがありますが、こちらは雨のしずくでシミ抜きされたような見

事な水玉です。何かをアピールするためにある模様なのでしょうけど、我々きのこハンター

の心を踊らせる為だけではないはず？ 自然が織り成す作用は不思議でいっぱいですね。 

（近藤  綾子）  


